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書式ルール

SANtricity CLIコマンドのフォーマットルール

入力した値または名前に基づいて、CLIコマンドには特定の形式ルールが適用されます。

CLI形式のルール

Windows、Linux、またはSolarisオペレーティングシステムでCLIコマンドおよびスクリプトコマンドを実行す
る場合は、名前またはラベルの一部として使用される二重引用符（""）に特別な考慮が必要です。

二重引用符（""）が名前または値の一部である場合は、各二重引用符の前にバックスラッシュ（\）を挿入する
必要があります。

例：

-c "set storageArray userLabel=\"Engineering\";"

この例では、「"Engineering"」がストレージアレイ名です。

2つ目の例は次のとおりです。

-n \"My\"_Array

この例では、「My」_Arrayはストレージアレイの名前です。

二重引用符（""）は、スクリプトコマンド内で文字列（文字列リテラルとも呼ばれます）の一部として使用す
ることはできません。たとえば、次の文字列を入力してストレージアレイ名を「"Finance" Array」に設定する
ことはできません。

-c "set storageArray userLabel=\"\"Finance\"Array\";"

Windowsオペレーティングシステムでは、名前の前後に二重引用符（""）を使用しない場合は、特殊なスクリ
プト文字の前にそれぞれキャレット（｛キャレット｝）を挿入する必要があります。特殊文字には、｛キャレ
ット｝、|、<、>を使用できます。

端末「-n」、「-o」、「-f」、「-p」とともに使用する場合は、特殊なスクリプト文字の前にそれぞれキャレ
ットを挿入します。たとえば、ストレージアレイ「CLI>CLIENT」を指定するには、次の文字列を入力しま
す。

-n CLI^>CLIENT

スクリプトコマンドの文字列リテラルで使用する場合は、特殊なスクリプト文字の前にそれぞれキャレット（
｛キャレット｝）を1つずつ挿入します。たとえば、ストレージアレイの名前を「FINANCE_|_PAYROLL」に
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変更するには、次の文字列を入力します。

-c "set storageArray userLabel=\"FINANCE_^|_PAYROLL\";"

Windows OSを使用する環境でSMcliコマンドをコマンドプロンプトから実行する場合、入力フ
ァイルまたは出力ファイルのファイルパス名にエスケープ文字としてバックスラッシュ（「\」
）を追加する必要があります。ロールベースアクセス管理ユーザを指定する-uオプションを提
供して、セキュアなhttpsモードでSMcliを使用する場合は、バックスラッシュ（「\」）を追加
する必要があります。* 例： *

C:\\dir\\subdir\\filename

SANtricity CLI スクリプトコマンドのフォーマットルール

特定のスクリプトコマンドに固有の構文については、各スクリプトコマンド概要 の最後
にある「メモ」セクションで説明しています。

大文字と小文字の区別--スクリプトコマンドでは大文字と小文字は区別されません。スクリプトコマンドは、
小文字、大文字、または大文字と小文字を混在させて入力できます。（次のコマンドの説明では、コマンド名
を読みやすくし、コマンドの目的を理解しやすくするために、大文字と小文字を混在させています）。

*spaces *--コマンドの説明に示されているように、スクリプトコマンドにスペースを入力する必要がありま
す。

角括弧--角括弧は、次の2つの方法で使用されます。

• コマンド構文の一部として。

• パラメータがオプションであることを示すため。パラメータ値を角かっこで囲む必要があるかどうかは、
各パラメータの概要 で説明されています。

• parenthes*-コマンド構文に表示されるかっこは、パラメータの特定の選択肢を囲みます。つまり、パラメ
ータを使用する場合は、丸かっこで囲まれた値のいずれかを入力する必要があります。一般的に、スクリ
プトコマンドには丸かっこは含めません。ただし、場合によっては、リストを入力するときに、リストを
丸かっこで囲む必要があります。該当するリストとしては、トレイIDの値やスロットIDの値のリストがあ
ります。パラメータ値をかっこで囲む必要があるかどうかは、各パラメータの概要 で説明されています。

Vertical bars--スクリプトコマンド内の縦棒は"`"または"`"を示し’パラメータの有効な値を区切りますたとえ
ば、コマンド概要 の’raidLevel’パラメータの構文は次のようになります。

 raidLevel=(0 | 1 | 3 | 5 | 6)

raidLevelパラメータを使用してRAIDレベル5を設定するには’次の値を入力します

 raidLevel=5
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ドライブの場所--ドライブの場所を識別するCLIコマンドは’大容量ドライブトレイと小容量ドライブトレイ
の両方をサポートします大容量ドライブトレイには、ドライブを格納するドロワーがあります。ドロワーをド
ライブトレイから引き出して、ドライブへのアクセスを提供します。小容量ドライブトレイにはドロワーはあ
りません。大容量ドライブトレイの場合は、ドライブトレイの識別子（ID）、ドロワーのID、ドライブが配置
されているスロットのIDを指定する必要があります。小容量ドライブトレイの場合は、ドライブトレイのID

と、ドライブが格納されているスロットのIDだけを指定する必要があります。小容量ドライブトレイの場合、
ドライブの場所を特定するもう1つの方法は、ドライブトレイのIDを指定し、ドロワーのIDを0に設定し、ド
ライブが格納されているスロットのIDを指定することです。ID値はカンマで区切ります。ID値のセットを複数
入力する場合は、値のセットをそれぞれスペースで区切ります。

CLIでドライブを指定する場合は2つの規則があります。使用する規則は各コマンドで指定されています。1つ
目の規則では、等号と丸かっこを使用します。

        drive=\(trayID,[drawerID,]slotID\)

2つ目の規則では、等号は使用せず、指定したドライブを角かっこで囲みます。

        drive \[trayID,[drawerID,]slotID\]

丸かっこを使用する例をいくつか示します。

(1,1 1,2 1,3 1,4 2,1 2,2 2,3 2,4)

大容量ドライブトレイの場合は、次の例になります。

(1,1,1 1,2,2 1,3,3 1,4,4 2,1,1 2,2,2 2,3,3 2,4,4)

斜体の用語--コマンド内の斜体の用語は、指定する必要がある値または情報を示します。たとえば、次のよう
な斜体の用語があるとします。

          *numberOfDrives*

この場合は、斜体の用語を、スクリプトコマンドに含めるドライブの数に置き換えます。

セミコロン--スクリプトコマンドはセミコロン(;)で終了する必要がありますコマンドライン上またはスクリプ
トファイル内では、複数のスクリプトコマンドを入力できます。たとえば、次のスクリプトファイルでは、セ
ミコロンを使用して各スクリプトコマンドが区切られています。

create volume drives=(0,2 0,3 1,4 1,5 2,6 2,7) raidLevel=5 userLabel=”v1”

capacity=2gb owner=a;

create volume volumeGroup=2 userLabel=”v2” capacity=1gb owner=b;

create volume volumeGroup=2 userLabel=”v3” capacity=1gb owner=a;
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create volume drives=(0,4 0,5 1,6 1,7 2,8 2,9) raidLevel=5 userLabel=”v4”

capacity=2gb owner=b;

create volume volumeGroup=3 userLabel=”v5” capacity=1gb owner=a;

create volume volumeGroup=3 userLabel=”v6” capacity=1gb owner=b;

Windows PowerShell における SANtricity CLI コマンドのフォ
ーマット規則

Windows PowerShellは、コマンドラインツールへのアクセスを提供する、対話型のスク
リプティングシェルです。

Windows PowerShellは、Windowsコマンドプロンプトを改良したもので、一連のコマンドとスクリプト機能
が強化されています。CLIコマンドとスクリプトコマンドはすべてWindows PowerShellで実行できます
が、Windows PowerShellには独自のフォーマット要件がいくつかあります。要件は次のとおりです。

• SMcliコマンドはすべてピリオドとスラッシュ（/）で開始

• SMcliのラッパーは.exe拡張子を持つ実行可能コマンド（SMcli.exe）として識別

• スクリプトコマンドは単一引用符（''）で囲みます。

• 名前、ファイルパス、または値の一部である二重引用符の前にはバックスラッシュが必要です（\）。

次の例は、Windows PowerShellでストレージアレイ名を作成するCLIコマンドを示しています。スクリプトコ
マンドの区切り文字として単一引用符が使用されていることと、コマンド構文では「userLabel」として識別
されているストレージアレイ名の前後にバックスラッシュと二重引用符があることを確認してください。

PS C:\...\StorageManager\client> ./SMcli.exe 123.45.67.88 123.45.67.89

-c ’set storageArray userLabel=\"Engineering\";’

次の例は、Windows PowerShellでプレミアム機能を有効にするCLIコマンドを示しています。プレミアム機能
キーのファイルパスの前にバックスラッシュと二重引用符が使用されていることを確認してください。

PS C:\...\StorageManager\client> ./SMcli.exe 123.45.67.88 123.45.67.89

-c ’enable storageArray feature file=\"C:\licenseKey.bin\";’

上記の例では、大文字と小文字の両方が使用されています。これは、コマンドの形式を明確に示すためで
す。Windows PowerShellでは大文字と小文字が区別されないため、どちらを使用しても構いません。
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